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論文内容の要旨 

 ドライアイは最も一般的な眼表面疾患であり、視覚の質の低下のみならず、生活の質の

低下を引き起こす。ドライアイはドライアイの自覚症状の評価と涙液層破壊時間から診断

される。しかし、涙液層破壊時間は、接触・侵襲的であるとともに特殊な試薬や医療機器

を要する。COVID-19 の感染拡大から、遠隔診療の拡大や非接触・非侵襲的な検査方法が求

められている。しかし、涙液層破壊時間を遠隔診療にて実施することは難しく、ドライア

イの診断や症状の管理はできていない。そのため、非侵襲・非接触であり、信頼性や妥当

性が高い遠隔診療に利用可能なドライアイに対する定量的な検査法が求められている。最

大開瞼時間（MBI）は、涙液層破壊時間と正の相関を認め、非侵襲・非接触に測定可能であ

り、遠隔診療でドライアイ検査を行える可能性がある。 

 本研究では、83 名を対象とし、細隙灯顕微鏡で測定した MBI、スマートフォンアプリケ

ーション(スマホアプリ)(iOS 版、Android 版）で測定した MBI (app-based MBI)、目視に

よる MBI(visually confirmed MBI)、の 3 つの測定方法で測定した。App-based MBI は，

visually confirmed MBI と比較して，Cronbach's alpha coefficient、級内相関係数（ICC）

は全て 0.9 以上と良好な内部一貫性と一致性を示した。また、 2 つの測定方法は有意な相

関を認めた（Pearson 相関係数=0.999、P<0.001）。ドライアイ群では、非ドライアイ群に比

べ、app-based MBI は有意に短縮した（iOS；P=0.021 Android；P=0.028）。Bland-Altman

解析では，iOS 版の app-based MBI と visually confirmed MBI 間のバイアスは iOS 版で-

0.08，Android 版では-0.09 であった。 

 本研究でスマホアプリで測定された MBI の同等性・妥当性・信頼性が証明された。スマ

ホアプリで測定した MBI は涙液層破壊時間の代替として有用な可能性があり、遠隔診療に

おけるドライアイ診断補助ならびに継続的な症状管理の新たなツールとなり得る。 

 


